
司祭　一場　修

９月のトピックス
　●敬老のお祝い

９月１４日(日)、『敬老の日のお祝い』を行いました。

山科教会には満７５歳以上の方が、８７名在籍されています（この内 １３名の方が住所等ご不明です）。

この日のミサには、約２４名の方がご参加くださいました。

共同祈願では、「山科教会の高齢者のために祈ります。

主の注がれる豊かな惠みのうちに、希望に満たされ

いつまでも健康に過ごせますように」と、皆様とご一緒に

祈り、派遣の祝福の前に一場神父様に記念品の祝別、

対象者の皆様に祝福をいただきました。

ミサ後、伝道館で『敬老の集い』を行い、１２名の方に

参加いただき、「あめのきさき」や「キリエ」、「Ave Maria」

と、馴染みの深い聖歌を合唱しました。

近況報告、懇談、教皇メッセージの朗読と分かち合いと、

楽しいひと時を過ごしました。

贈呈しました記念品には、今年も夏目喜代子様お手製の「みことば栞」を添えさせていただきました。

　●『京都を彩る建物や庭園』、選定から認定への移行調査

京都市の「京都を彩る建物や庭園」制度において、山科教会は既に“選定”されていますが、“認定”へ

の移行を目的に資料調査が進められています。

９月２１日(日)に、建堂の経緯や当時の様子、幼稚園開設に伴う伝道館の移設、聖堂の改修工事等、

教会の変遷について、聞取り調査が行われました。また、教会が保管している建堂時の図面が、実は

同時期に建堂された園部教会の図面であることが判明、聖堂を中心に実測調査が行われました。

調査には、京都市から委託の調査チーム６名が来られ、山科教会からは建堂当時からの信徒である

西村町子様、長年施設管理部として教会の維持管理を行っていただいた岡本美則様、幼稚園との関り

を良くご存知の元園長 松永昌子様、そして役員の皆様にご出席いただき、貴重なお話をお聞きする

ことができました。

教会保管の聖堂の図面が、園部教会の図面であると判明しましたが、聖堂正面の構造、意匠が異なる

だけで、基本的に山科教会聖堂と合致することから、工期の関係から園部教会の図面を流用し、建堂

されたものと推定されます。聖堂天井の換気口のデザイン、聖堂正面の窓格子のデザイン、大きく描か

れた十字架のレリーフとそのモチーフは、他では類を見ない

山科教会独特のものとのことです。 また、築山を模して造営

された「ルルドの泉」は、他の教会ではあまり見かけない貴重

なものとのことですが、「ルルドの泉」について資料が見当たり

ません。いつ頃造られたものか、元々あの場所にあったもの

なのか等、ご存知の方が居られましたら、情報提供をお願い

いたします。　　　　《 ”京都を彩る建物や庭園”連絡窓口　辻井》

ロザリオの祈りをともにささげて、キリストの救いが、
すべてのいのちに訪れますように、心から願いましょう。

山科教会ニュース
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＜洛東ブロック司牧チームからのお知らせ＞
　☆ナン神父様 休暇のため不在

ナン神父様は、１０月１日(水)から３１日(金)まで、休暇のため不在となります。

この間、ご担当の週日ミサ、「聖書を学ぶ会」はお休みになりますので、ご注意ください。

　☆ソ神父様 出張のため不在

ソ神父様は、１０月２０日(月)から２２日(水)まで、出張のため不在となります。

　☆シスター テッシー 黙想会のため不在

シスター テッシーは、１１月４日(火)から１１日(火)まで、黙想会のため不在となります。

＜役員会、評議会からのお知らせ＞
　☆ロザリオの祈り

１０月はロザリオの月です。山科教会では、１０月中の主日ミサ前に『お告げの祈り』とともに『ロザリオの

祈り』を一連唱えます。開式の１５分前、８時４５分から始めますので、少し早めにお越しいただき、皆様

ご一緒に祈りを捧げましょう。

　☆『森林の話』のご案内

10月１９日(日)、例会後に伝道館におきまして『森林の話』を行います。講師は役員の山田容三様で、

2025年度洛東ブロック宣教司牧計画の年間計画３－１の一環として実施します。

ラウダート・シの「ともに生きる自然」を構成する木々や生物達の、ユニークな生活や生き残り戦略を、

分かり易くお話しします。

　☆『帰天された大切な方に思いを寄せて集う会』

１１月７日(金)に、『帰天された大切な方に思いを寄せて集う会』を行います。

ミサの初めに帰天者のお名前を読み上げ、ミサ後に焼香、伝道館で分かち合いを行います。献金（帰天

者お一人につき５００円を目安）を添えてお申し込みください。詳しくは典礼部 満永様にお訊ねください。

尚、神父様のご都合により、１１月４日(火)に変更となる場合があります。

　☆２０２６年カレンダー、手帳の共同購入

２０２６年カレンダー及び手帳の共同購入を、今年も行います。詳細が決まり次第ご案内しますので、

ご利用ください。

　★ 山科教会からの「お知らせ」は、毎週日曜日に更新されます。聖堂内のボードに掲示すると共に聖堂

後方のテーブルにも置いてありますのでお持ち帰りください。

最新の情報は山科教会ホームページ（http://www.cyamach.sakura.ne.jp）をご確認ください。

京都司教区のホームページ（https://kyotodiocese.wixsite.com/website-1）もご参照ください。
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２０２５年１０月の予定
日 曜日

1 水

2 木

3 金 週日ミサ ９：３０

4 土

5 日 主日ミサ ９：００

6 月

7 火 週日ミサ ９：３０

8 水

9 木

10 金 週日ミサ ９：３０

11 土

12 日 祝日ミサ ９：００

13 月

14 火 週日ミサ ９：３０

15 水

16 木

17 金 週日ミサ ９：３０

18 土

19 日 主日ミサ ９：００

20 月

21 火 週日ミサ ９：３０

22 水

23 木

24 金 週日ミサ ９：３０

25 土

26 日 主日ミサ ９：００

27 月

28 火 週日ミサ ９：３０

29 水

30 木

31 金 週日ミサ ９：３０

◆ミサ開式中は、中央の通路には立ち入らないでください（朗読、奉納、聖体拝領時を除く）。

◆主日ミサ終了後、５分間「聖歌練習」を行います。

カトリック教会が、なぜ10月を「ロザリオの月」とするのか、ご存知

でしょうか。 10月７日は『ロザリオの聖母』の記念日ですが、これは

１５７１年のギリシア・レパントの海戦で、キリスト教徒がオスマン・

トルコ軍に対して勝利を収めたことを記念して、定められました。

この勝利は、ロザリオの祈りによってもたらされた聖母の助けによる

ものであると信じられています。

このように記すと、いささか困惑します。一生懸命お祈りしたから、

神様が味方して勝利を収めた のではなく、祈ることによって、神様

の望みを自らの願いとするようなものに深められた のではなかった

のかと、説かれる方もおられます。

ありません 聖書を学ぶ会 休みます

役員会 16：30

レクチオ・ディヴィナ ミサ後

年間第29主日

ありません 聖書を学ぶ会 休みます

ソ神父様

年間第30主日 ナン神父様 日曜学校 ミサ後

ソ神父様 レクチオ・ディヴィナ ミサ後

ありません 聖書を学ぶ会 休みます

例会、『森林の話』、日曜学校 ミサ後

部会、日曜学校 ミサ後

ソ神父様

レクチオ・ディヴィナ ミサ後

一場神父様

一場神父様

ソ神父様

ソ神父様 レクチオ・ディヴィナ ミサ後

教会暦 行事予定　　　　※都合により日程及び時間の変更もあります

年間第28主日

全員清掃、日曜学校 ミサ後年間第27主日 ソ神父様

ありません 聖書を学ぶ会 休みます

レクチオ・ディヴィナ ミサ後

＊＊＊発行責任者＊＊＊

河原町･伏見･山科･桃山･北白川

共同宣教司牧洛東ブロック司牧チーム

編集：カトリック山科教会 広報部
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１０月はロザリオの月
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